
建築物　石綿（レベル1）再調査　調査対象物　確認手順（参考）

〇レベル1吹付石綿を使用している疑いが高い建築物を絞り込み、
 　石綿含有建材を使用している 可能性が高い部分の点検調査を行う。

※１　法規制により石綿含有建材の使用禁止となっているため。
※２　ＧＩＳで確認可能
※３　建築基準法第２７条別表第１に該当する建物（耐火建築物等とすべき特殊建築物）
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